説 を 弁護しょう とする かも 知れません が、 私 は、 かえつ 

て それ， J そ 論者の 意見 を顚 覆させる もの だと 思 います。 

現在の それらの 女子に 人間性の 不足して いると 見える 

ひっきょう 

の は、 私 も 同感です が、 それ は 畢竟 それらの 女子に 人 

すくな 

間ら しい 教育が 余りに 尠く しか 授けて なく、 また そ 

れらの 女子に 人間ら しい 労働が 余りに 狭く しか 許して 

ないから です。 男子と 同じ 程度の 教育 を 授ける と共に、 

男子と 同じ 位の 責任 ある 位地に 立た せて、 その 手腕 を 

振え る だけの 職業に 就く ことの 自由 を 女子に 許して 御 

覧 なさい。 そうして、 少く とも 明治 以来 男子に 与えて 

来た だけの 激励と 設備と 年月と を 女子に 与えて 御覧な 
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次に 女子 解放 運動が、 女子 をして、 その 母性 を 失わ 

しめる と 論じる の も 理由の ない ことで、 事実 を 離れた、 

きゅう 

一 種の 杞憂です。 それ は 女子が 数千 年来の 奴隸的 位地 

を 脱して、 独立した 一 個の 人格と して、 あらゆる 「人 

間 的 活動」 を 完成しょう とする 自己 改革の 運動です か 

ら、 生殖の 生活に 対しても、 これ を 回避 するど ころ か、 

反対に、 愛と 聡明と 勇気と に 満ちた、 より 完全な 母と 



しかも また、 論者に 注意した いこと は、 人間 は 必ず 

しも 人の 親になる とも 定ま つて いないと いう ことです _ 

また、 大多数の 男女が 親になる としても、 その子 供 を 

必ず 育て 得る ものと も 定まらねば、 その子 供が 必ず 育 

ち 得る ものと 限って いないと いう ことです。 もし 女子 

が 母と ならない ために 「女らし さ」 を 失う というなら 

男子 も 父と ならない ため 「男らし さ」 を 失う とい わね 

ばなら ないで しょう。 世間に は 先天的 もしくは 後天的 

の いろいろの 事情に 由って、 結婚 をせ ず、 結婚 をして 

も 子洪を 生まない 男女が あります。 



ている からです。 即ち 「人間ら しくない」 という 言葉 

に 由って 表現され る 人間性の 破滅が、 何よりも 現代人 

に 取って 恐ろしい ものである こと を 思わずに いられな 

いからです。 (一九二 一年 一月) 

(『婦人 倶楽部』 一九二 一年 二月) 
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